
コミュニティ情報紙「ふたばのわ」は、

町民皆さんとそれを支える全ての人を巻き込み

それぞれの思いやあらゆる情報に

共有・共感できる紙面をめざしています。

月に一度、ふたばのわのページをめくって

みんなで一緒に笑顔になりませんか。
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月に一度、ふたばのわのページをめくって

みんなで一緒に笑顔になりませんか。

▶平成29年度 双葉町敬老会「祝・再会・敬老のつどい」（P2～3）
▶県北ふたば会×東京ふれあい双葉会 交流会（P4）▶GO!!双葉町駅伝チーム・情報掲示板（P5）
▶スマイルフォト・町からのお知らせ・双葉町役場各課紹介（P6～7）
▶放射線モニタリング情報・ふたさぽミニコラム（P8）
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インターネットでも つなげようつながろう ふたばのわ



平
成
29
年
度
双
葉
町
敬
老
会

また来年、笑顔で元気でお会いしましょう!!

　

９
月
18
日
、敬
老
の
日
、い
わ
き
市
ス
パ
リ
ゾ
ー

ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ
に
て
、平
成
29
年
度
双
葉
町
敬

老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
後
二
回
目
の
開
催
と
な
る
今
回
の
敬
老

会
に
は
、県
内
外
の
避
難
先
か
ら
約
2
2
0
人
の

方
々
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
し
ぶ
り
の
再
会
に
話
は
尽
き
ず
、会
場
の
い

た
る
と
こ
ろ
で
笑
顔
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

※掲載しきれなかった写真やコメントは、
　ニュースふたば特集版10月2日号でも
　ご紹介しております。

ニ
ュ
ー
ス
ふ
た
ば
特
集
版
10
月
２
日
号
も

あ
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

祝・再
会・敬
老
の
つ
ど
い

い
わ
い

さ
い
か
い

祝・再
会・敬
老
の
つ
ど
い

い
わ
い

さ
い
か
い



朝川洋一さん・トヨさん

　

記
念
品
贈
呈
で
代
表
と
し
て
登
壇

し
た
佐
藤
正
弘
さ
ん
(93)
は「
こ
ん
な
機

会
は
初
め
て
で
緊
張
し
た
け
ど
記
念

に
な
り
ま
し
た
。と
て
も
嬉
し
い
」と
目

を
細
め
て
い
ま
し
た
。大
役
を
終
え
、

ほ
っ
と
し
た
お
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
「『
禍
福
は
糾
え
る
縄
の
如
し
』で
、良

い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
色
々
あ
っ
た
け

ど
、周
り
や
家
族
に
支
え
ら
れ
て
こ
こ

ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と
朝

川
さ
ん
ご
夫
妻
。今
は
お
孫
さ
ん
の
成

長
が
何
よ
り
の
楽
し
み
だ
そ
う
で
す
。

　

今
で
も
お
互
い
の
家
を
行
き
来
し
、

お
茶
を
飲
ん
で
お
話
す
る
の
が
楽
し

み
と
い
う
仲
良
し
３
人
組
。家
は
少
し

遠
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
け
ど
、お
互
い

の
距
離
は
以
前
と
少
し
も
変
わ
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

同
級
生
で
今
年
と
も
に
90
歳
を
迎

え
る
と
い
う
石
田
さ
ん
と
永
野
さ
ん
。

健
康
の
秘
訣
は
、お
二
人
と
も
に
毎
朝

30
分
程
度「
歩
く
こ
と
」だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
強
い
体
を
維
持

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
よ
く
あ
れ
か
ら
50
年
も
ち
ま
し

た
」と
照
れ
笑
い
の
ご
主
人
に
、「
仲
良

く
喧
嘩
し
な
が
ら
遊
ん
で
い
ま
し
た
」

と
返
し
た
奥
様
。
ご
家
族
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は「
兄
弟
仲
良
く
や
っ
て
く
れ

れ
ば
」と
の
こ
と
で
す
。

　

お
話
が
尽
き
な
い
様
子
の
下
長
塚
の

女
性
陣
。「
敬
老
会
で
は
、ふ
だ
ん
会
え

な
い
方
に
お
会
い
し
て
近
況
を
お
話
で

き
る
し
、以
前
近
く
に
住
ん
で
い
た
方

に
会
う
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。来
て
よ

か
っ
た
で
す
」と
終
始
笑
顔
で
し
た
。

大槻アイさん

岩元ユキ子さん

土田君子さん

富澤俊明さん・千里さん

佐藤正弘さん

永野 好さん

石田 勲さん

遠藤フサ子さん佐藤清子さん 鈴木禎子さん



交流会県北ふたば会
東京ふれあい双葉会

　

９
月
22
日
、福
島
市
の
サ
ン
ラ
イ
フ
福
島
で
県
北
ふ
た
ば
会

と
東
京
ふ
れ
あ
い
双
葉
会
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。午

前
10
時
半
す
ぎ
、谷
尚
之
代
表
を
先
頭
に
東
京
ふ
れ
あ
い
双
葉

会
の
皆
さ
ん
が
会
場
に
到
着
す
る
や
い
な
や「
や
っ
と
会
え
た

ね
」「
楽
し
み
に
待
っ
て
た
よ
」な
ど
再
会
を
喜
ぶ
声
が
あ
が

り
、会
場
は
た
ち
ま
ち
笑
顔
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
の
冒
頭
一
人
ひ
と
り
が
自
己
紹
介
を
し「
現
役
で
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
」と
近
況
報
告
を
す
る
人
も
い
れ

ば「
今
日
は
懐
か
し
い
方
々
に
お
会
い
で
き
て
嬉
し
い
」と
喜
び

を
語
る
人
も
い
ま
し
た
。な
か
に
は「
都
会
に
住
ん
で
い
る
人
は

や
っ
ぱ
り
垢
抜
け
て
い
ま
す
ね
」と
笑
い
を
誘
う
ス
ピ
ー
チ
も

あ
り
、会
場
は
終
始
喜
び
と
笑
顔
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

 

県
北
ふ
た
ば
会
の
鴻
崎
太
郎
会
長
は「
ま
ず
交
流
相
手
と
し

て
県
北
ふ
た
ば
会
を
指
名
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
大
変
嬉

し
い
。こ
う
し
て
大
勢
で
集
ま
る
こ
と
で
忘
れ
か
け
て
い
た
こ

と
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
、改
め
て
故
郷
双
葉
町
の
良
さ
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
た
」と
心
境
を
話
さ
れ
ま
し
た
。東
京
ふ

れ
あ
い
双
葉
会
の
谷
代
表
も「
千
葉
・
東
京
・
埼
玉
に
住
む
ご
く

少
数
の
住
民
か
ら
は
じ
ま
っ
た
会
が
今
で
は
87
人
と
な
り
、交

流
会
を
開
催
で
き
る
ま

で
に
な
っ
た
こ
と
が
嬉

し
い
。皆
さ
ん
の
笑
顔

を
見
る
こ
と
が
で
き
て

最
高
で
す
」と
述
べ
、交

流
会
の
企
画
や
運
営
に

携
わ
っ
た
双
方
の
役
員

の
皆
さ
ん
も
準
備
の
苦

労
が
報
わ
れ
た
様
子
で

し
た
。

握手を交わす鴻崎会長(左)と谷代表(右)

※ニュースふたば情報版10月16日号もあわせてご覧ください。 4



※9月22日時点の情報です。

自治会、町民グループさまの交流会、イベント情報などござ
いましたら、この掲示板をご活用ください。
掲載ご希望の場合は、ふたさぽ（双葉町復興支援員）まで
お知らせください。

毎月第一土曜日 ▶茶和会

自治会イベント
イベント（その他）南台仮設はなみずき自治会（いわき市）

10/27(金) ▶いも煮会（霊山虹彩館）

11/10(金) ▶「双葉町の現状と今後」（ドコモ福島ビル）

11/11（土） ▶関の森公園環境美化作業＆芋煮会

県北ふたば会（福島市）

10/29（日）～30（月） ▶研修旅行（仙台～南三陸）
※29日に仙台双萩会との交流会を予定しています

県南双樹会（白河市）

▶第4回双葉町民作品展覧会
　いわき会場〈第46回勿来地区総合文化展会場内〉
　開催日▶10月28日（土）～29日（日）
　会　場▶いわき市立勿来体育館 双葉町スペース
　郡山会場〈第30回双葉町総合美術展会場内〉
　開催日▶11月７日（火）～８日（水）
　会　場▶郡山市ビッグアイ６階 展示室

駅伝当日は、タブレットに駅伝生中
継用の掲示板を作成します。沿道
や中継所で応援する予定の方は、
ぜひタブレットを持ってお出かけ
ください。テレビ中継を見ることが
できない方に、チームのがんばりを
投稿して届けましょう。

タブレット中継に
ご協力ください

　今年も双葉町駅伝チームが秋のふくしま路を駆け抜けます。コース

付近にお住まいの方はぜひ沿道で、遠方にお住まいの方は町配付の

タブレット端末で、もちろんテレビやラジオで、選手の皆さんに声援

を送りませんか。

　中高生ランナーの参加が年々厳しくなっている双葉町駅伝チーム。そ

んな状況下でも、夏合宿に参加した中学２年生の守家偲音選手、中学３年

生の木幡穰清選手、高校１年生の新妻和也選手、今井莉子選手らが、ベテ

ラン勢について練習に励んでいる姿は頼もしく印象的でした。

　夏合宿１日目。傾斜のきつい約８kmの上り坂でのトレーニング。先頭を

走り続けていたのはベテランの畑中高広選手でした。レース経験豊富な

森山光昭選手らとともに、チームを支える大黒柱のベテラン勢は今年も

健在です。

 白圡直裕監督が「自分で自分のやるべきことがきちんと分かっている」

と信頼をおいている社会人ランナーの皆さんは、自身の目標タイムに向

かってひたすら練習を重ねる努力家ぞろいです。今年４月に双葉町役場職

員となったチームキャプテンの井戸川俊選手は練習時間の確保に苦労は

あるものの、自己目標は区間20位内。「チームで快走し、町民の皆さまに

少しでも明るい話題を提供したい」と話しています。

第29回ふくしま駅伝は 11月19日(日)

のびのびとした走りを!! 中高生ランナー

エースたちは自分との戦い－。

チームをひっぱるベテラン選手にも注目!!

第29回ふくしま駅伝

双葉町駅伝チーム
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　健康福祉課には、社会福祉事業に関することや生活保護、児童手

当に関することなどを担当する福祉介護係、国民健康保険の事業運

営や国民年金に関することなどを担当する国保年金係、そして町民

の健康づくり推進事業や生活習慣病予防などに取り組んでいる健康

づくり係があります。国民健康保険や国民年金、介護保険などに関す

ること、また児童福祉から老人福祉に関することなど、お子様からお

年寄りまで幅広い世代の方々の保健福祉に関する窓口となる課で

す。保健師等の専門職スタッフを含む21人の職員で、町民皆さまの健

康福祉に関わる業務を担当させていただいております。今後も町民

の皆さまのご理解とご協力をお願いいたします。

ありがとうメッセージ
募集中

ありがとうメッセージ
募集中

　ふたさぽ広報チーム
では町民の皆さんのあ
りがとうメッセージを
募集中です。詳しくは、
ふたばのわ第46号（８
月15日発行）、またはス
マホやタブレットで下
記のQRコードを読み
取り、町公式ホームペー
ジをご覧ください。

http://www.town.fukushima-futaba.lg.jp/
item/8320.htm

9月21日（木）
タブレットコミュニティ集会

（加須市）

9月14日（木）
タブレットコミュニティ集会

（郡山市）

9月3日（日）
タブレットコミュニティ集会

（東京都）

9月2日（土）
タブレットコミュニティ集会

（横浜市）

8月30日（水）
タブレットコミュニティ集会

（つくば市）

9月22日（金）
タブレットコミュニティ集会

（いわき市）

9月9日（土）
文化でつなぐ

ふるさとトークイベント（郡山市）

9月3日（日）
福島県芸術祭開幕式典・行事（相馬市）

8月26日（土）
1000点インディアカ（いわき市）

「双葉町ありがとうメッセージ」プロジェクト始動！
-双葉町からありがとうの気持ちを全国へ伝えます-

健康福祉課（いわき事務所） 職員
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平成29年度 双葉町住民意向調査
“町民一人一人の復興”と“町の復興”を進めるための大切な調査です

　平成29年5月29日（月）から、全国登記所（法務局）において、各種相続手続に利用することができる
「法定相続情報証明制度」が始まりました。この制度は、法定相続手続で戸籍謄本の束を何度も出し直
す必要がなくなります（注）。
　手続先が複数ある場合、手続が同時に進められる等、とても便利な制度となっておりますので、ぜひ
ご活用ください。
　発行に必要な書類等、詳しくは法務局ホームページまたは、下記までお問い合わせください。
（注）相続手続で必要となる書類は、各機関で異なりますので、必要な書類は提出先となる各機関にご照会ください。

　今後の生活設計や帰還意向について、皆さま
のお考えを把握するため、今年度も復興庁、福
島県と合同で住民意向調査を実施します。
　この調査は、町民の皆さまの今後の生活設
計などの考えを把握し、ご意見やご要望など
をお伺いすることを目的に実施する調査です。
この調査で皆さまからいただいたご意見やご
要望は、今後の施策を進めるための貴重な基
礎資料として活用させていただいております。
多くの町民の皆さまの声を反映した“町民一人
一人の復興”と“町の復興”が進められるよう、
本調査へのご協力をお願いいたします。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

法定相続情報証明制度が始まりました！情
報
提
供

�  0246-84-5205  � kenko@town.futaba.fukushima.jp

双葉町役場紹介

〒960-8021 福島市霞町１番46号（福島合同庁舎）
福島地方法務局不動産登記部門 ☎024-534-2048

《お問い合わせ先》

《お問い合わせ先》
復興推進課 復興推進係  ☎0246-84-5203

対象者 

実施期間

全世帯の代表者
分散避難されている場合は、それぞれの避難先へ調査
票を送付しますので、送付された代表者ごとに回答を
お願いします。

専用の封筒で調査票を送付します
記入後、同封の返信用封筒へ調査票を封入し、郵便
ポストへ投かんしてください。

日にちが決まり次第、町ホームページなどでお知らせします

10月下旬～11月中旬

調査方法

健康福祉課（いわき事務所）健康福祉課（いわき事務所）

健康福祉課（いわき事務所） 職員
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平成29年9月22日

福島県内

双葉町内



























福島市 北幹線第二応急仮設住宅････

郡山市 日和田応急仮設住宅････････

郡山市 喜久田応急仮設住宅････････

郡山市 富田応急仮設住宅･･････････

いわき市 南台応急仮設住宅････････

白河市 郭内応急仮設住宅･･････････

福島市 県北保健福祉事務所････････

郡山市 県郡山合同庁舎････････････

白河市 県白河合同庁舎････････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎････

南会津町 県南会津合同庁舎････････

南相馬市 県南相馬合同庁舎････････

いわき市 県いわき合同庁舎････････

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）

0.11～0.18

0.12～0.28

0.09～0.48

0.17～0.19

0.05～0.08

0.10～0.12

0.16

0.10

0.07

0.06

0.05

0.08

0.07

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

0.61
0.40
0.39
0.45
0.19
0.27
0.48
0.81
0.29
0.46
0.58
0.95
5.56
2.31
1.62
0.39

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

2.01
0.25
6.07
1.61
1.50
0.41
0.32
0.60
0.51
調整中
0.47
0.93
0.25
0.10
0.07

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成29年
9月22日

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成29年
9月22日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚

ふたさぽミニコラム
　双葉の皆さんに会っていると、驚
くことがたくさんあります。その中
のひとつが、“なんでも自分で作っ
てしまうこと”。ダンボールでタブ
レット立てを作ったり、庭にピザ窯
を作ったり、古い着物でベストを
作ったり。「こんなのあったら良い
な～」と思ったときに自分で作って
しまう。
　皆さんの技と“生み出す力”に驚きの日々です！
※双葉の方お手製のベストを着用している写真です♪

（コミュニティ）芳門  里美

　前号で、町立中学校の生徒４人が、職場体験学習で双
葉町役場いわき事務所と私たちふたさぽ広報チーム
の事務所を訪れ、広報業務を体験してくれたことをご
紹介しました。先日その４人からお礼の手紙をいただ
きました。体験当日難しいと感じたこと、初めて知った
こと、楽しかったことなど、一生懸命考えながら一文字
一文字丁寧に書いてくださったあとが見え隠れしてい
る温かいお手紙でした。手書きのお手紙をいただくな
んて何年ぶりのことだろう。もしかしたら何十年ぶり
かもと思いながら嬉しくて何度も読み返しました。
日々何かを吸収し成長していく皆さんを、これからも
取材カメラごしに応援しています。　（広報）苅部  典子
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